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(57)【要約】
　発光器又は受光器の一方又は両方、又は検出可能物体
と、発光器又は受光器の一方又は両方に隣接した光学フ
ィルターと、を含むシステムであって、光学フィルター
が、接着剤成分及び吸収剤成分を含む少なくとも１つの
波長透過選択性層を含み、波長透過選択性層が、その上
に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少な
くとも部分的に減少させる、システム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光器又は受光器の一方又は両方と、
　前記発光器又は前記受光器の一方又は両方に隣接した光学フィルターと、を備えるシス
テムであって、前記光学フィルターが、接着剤成分及び吸収剤成分を含む少なくとも１つ
の波長透過選択性層を備え、前記波長透過選択性層が、その上に入射した７０１ｎｍ～８
４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させる、システム。
【請求項２】
　前記波長透過選択性層が、７０１ｎｍ～８４９ｎｍ以外の波長の透過を少なくとも部分
的に可能にする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記波長透過選択性層が、７０１ｎｍ～８４９の波長の約５０％未満を透過し、７０１
ｎｍ～８４９の波長の約４０％未満を透過し、７０１ｎｍ～８４９の波長の約３０％未満
を透過し、７０１ｎｍ～８４９の波長の約２０％未満を透過し、又は７０１ｎｍ～８４９
の波長の約１５％未満を透過する、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記波長透過選択性層が、３５０ｎｍ～７０１ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に
減少させる、請求項１～３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記波長透過選択性層が、３５０ｎｍ～７０１の波長の約５０％未満を透過し、３５０
ｎｍ～７０１の波長の約４０％未満を透過し、３５０ｎｍ～７０１の波長の約３０％未満
を透過し、３５０ｎｍ～７０１の波長の約２０％未満を透過し、又は３５０ｎｍ～７０１
の波長の約１５％未満を透過する、請求項１～４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記波長透過選択性層が、８５０ｎｍ以上の波長の約５０％超を透過する、請求項１～
５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記接着剤成分が、アクリル系接着剤、ポリウレタン系接着剤、ポリエステル系接着剤
、ポリオレフィン系接着剤、シリコーン系接着剤、及びこれらの組み合わせから選択され
る、請求項１～６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記接着剤成分が硬化性である、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記吸収剤成分が、染料、顔料、又はこれらの組み合わせから選択される、請求項１～
８のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記染料が、可視的に黒色又は着色されているが、近ＩＲ波長に対して透明である、請
求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記染料が金属錯体染料である、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記吸収剤成分が顔料である、請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記顔料がナノ粒子顔料である、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記顔料が、有機顔料、無機顔料、又はこれらの組み合わせである、請求項１２又は１
３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記発光器又は前記受光器の一方又は両方が近赤外域内の動作波長を有する、請求項１
～１４のいずれか一項に記載のシステム。
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【請求項１６】
　前記光学フィルターが表面光学微細構造を含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載
のシステム。
【請求項１７】
　前記発光器が近赤外ＬＥＤ又は近赤外レーザを含む、請求項１～１６のいずれか一項に
記載のシステム。
【請求項１８】
　前記受光器が、近赤外カメラ、又は近赤外受光帯域を有する光センサを含む、請求項１
～１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記光学フィルターが反射層を含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載のシステム
。
【請求項２０】
　前記光学フィルターがビーズ拡散層を含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載のシ
ステム。
【請求項２１】
　前記光学フィルターが、前記受光器を可視波長から少なくとも部分的に遮蔽し、一方で
、前記受光器が近赤外波長を受光することを実質的に可能にするように構成されている、
請求項１～２０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記光学フィルターが、前記受光器又は前記発光器の一方又は両方を視覚からカモフラ
ージュするように構成されている、請求項１～２１のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記光学フィルターが、可視波長を吸収することによって前記受光器又は前記発光器の
一方又は両方を視覚から少なくとも部分的にカモフラージュするように構成されている、
請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記光学フィルターが黒色に見える、請求項１～２３のいずれか一項に記載のシステム
。
【請求項２５】
　光学フィルターを備える物品であって、前記光学フィルターが、接着剤成分及び吸収剤
成分を含む少なくとも１つの波長透過選択性層を備え、前記波長透過選択性層が、その上
に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させる、物品
。
【請求項２６】
　前記波長透過選択性層が、７０１ｎｍ～８４９ｎｍ以外の波長の透過を少なくとも部分
的に可能にする、請求項２５に記載の物品。
【請求項２７】
　前記波長透過選択性層が、７０１ｎｍ～８４９の波長の約５０％未満を透過し、７０１
ｎｍ～８４９の波長の約４０％未満を透過し、７０１ｎｍ～８４９の波長の約３０％未満
を透過し、７０１ｎｍ～８４９の波長の約２０％未満を透過し、又は７０１ｎｍ～８４９
の波長の約１５％未満を透過する、請求項２５又は２６に記載の物品。
【請求項２８】
　前記波長透過選択性層が、３５０ｎｍ～７０１ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に
減少させる、請求項２５～２７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２９】
　前記波長透過選択性層が、３５０ｎｍ～７０１の波長の約５０％未満を透過し、３５０
ｎｍ～７０１の波長の約４０％未満を透過し、３５０ｎｍ～７０１の波長の約３０％未満
を透過し、３５０ｎｍ～７０１の波長の約２０％未満を透過し、又は３５０ｎｍ～７０１
の波長の約１５％未満を透過する、請求項２５～２８のいずれか一項に記載の物品。
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【請求項３０】
　前記波長透過選択性層が、８５０ｎｍ以上の波長の約５０％超を透過する、請求項２５
～２９のいずれか一項に記載の物品。
【請求項３１】
　前記接着剤成分が、アクリル系接着剤、ポリウレタン系接着剤、ポリエステル系接着剤
、ポリオレフィン系接着剤、シリコーン系接着剤、及びこれらの組み合わせから選択され
る、請求項２５～３０のいずれか一項に記載の物品。
【請求項３２】
　前記接着剤成分が硬化性である、請求項３１に記載の物品。
【請求項３３】
　前記吸収剤成分が、染料、顔料、又はこれらの組み合わせから選択される、請求項２５
～３２のいずれか一項に記載の物品。
【請求項３４】
　前記吸収剤成分が染料である、請求項３３に記載の物品。
【請求項３５】
　前記染料が、可視的に黒色又は着色されているが、近ＩＲ波長に対して透明である、請
求項３４に記載の物品。
【請求項３６】
　前記染料が金属錯体染料である、請求項３４に記載の物品。
【請求項３７】
　前記吸収剤成分が顔料である、請求項３３に記載の物品。
【請求項３８】
　前記顔料がナノ粒子顔料である、請求項３７に記載の物品。
【請求項３９】
　前記顔料が、有機顔料、無機顔料、又はこれらの組み合わせである、請求項３７又は３
８に記載の物品。
【請求項４０】
　前記光学フィルターが表面光学微細構造を含む、請求項２５～３９のいずれか一項に記
載の物品。
【請求項４１】
　前記光学フィルターが反射層を含む、請求項２５～４０のいずれか一項に記載の物品。
【請求項４２】
　前記光学フィルターがビーズ拡散層を含む、請求項２５～４１のいずれか一項に記載の
物品。
【請求項４３】
　前記光学フィルターが、前記受光器を可視波長から少なくとも部分的に遮蔽し、一方で
、前記受光器が近赤外波長を受光することを実質的に可能にするように構成されている、
請求項２５～４２のいずれか一項に記載の物品。
【請求項４４】
　前記光学フィルターが、前記受光器又は前記発光器の一方又は両方を視覚からカモフラ
ージュするように構成されている、請求項２５～４３のいずれか一項に記載の物品。
【請求項４５】
　前記光学フィルターが黒色に見える、請求項２５～４４のいずれか一項に記載の物品。
【請求項４６】
　前記接着剤が、スクリーン印刷可能又はインクジェット印刷可能である、請求項２５～
４５のいずれか一項に記載の物品。
【請求項４７】
　光学フィルターを備える物品であって、前記光学フィルターが、接着剤成分及び吸収剤
成分を含む少なくとも１つの波長透過選択性層を備え、前記波長透過選択性層が、その上
に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させ、前記光
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学フィルターが、近赤外（ＮＩＲ）波長を反射する物体に隣接して配置される、物品。
【請求項４８】
　検出可能物体と、
　前記検出可能物体に隣接した光学フィルターと、を備えるシステムであって、
　前記光学フィルターが、接着剤成分及び吸収剤成分を含む少なくとも１つの波長透過選
択性層を備え、前記波長透過選択性層が、その上に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波
長の透過を少なくとも部分的に減少させる、システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　光学フィルターは、光通信システム、センサ、イメージング、科学及び産業光学機器、
並びにディスプレイシステムを含む多種多様の用途において使用されている。光学フィル
ターは、多くの場合、光を含む入射電磁放射の透過を管理する光学層を含む。光学フィル
ターは、入射光の一部分を反射又は吸収し、入射光の別の部分を透過させることができる
。光学フィルター内の光学層は、波長選択性、光透過率、光学的透明度、光学ヘイズ、屈
折率、及び様々な他の特性が異なることがある。
【発明の概要】
【０００２】
　発光器又は受光器の一方又は両方と、発光器又は受光器の一方又は両方に隣接した光学
フィルターと、を含むシステムが本明細書に開示され、光学フィルターが、接着剤成分及
び吸収剤成分を含む少なくとも１つの波長透過選択性層を含み、波長透過選択性層が、そ
の上に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させる。
【０００３】
　光学フィルターを含む物品が本明細書に開示され、光学フィルターが、接着剤成分及び
吸収剤成分を含む少なくとも１つの波長透過選択性層を含み、波長透過選択性層が、その
上に入射した７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させる。
【０００４】
　上記の発明の概要は、本開示の各実施形態を説明することを意図したものではない。本
開示の１つ以上の実施形態の詳細は、以下の説明にも記載される。本開示の他の特徴、目
的及び利点は、本明細書及び特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　本開示は、本発明の様々な実施形態についての下記の詳細な説明を添付の図面と併せて
考察することにより、より完全に理解し得る。
【０００６】
【図１Ａ】本明細書にて開示する光学物品に含まれる再帰反射素子の様々なパターンを示
す図である。
【図１Ｂ】本明細書にて開示する光学物品に含まれる再帰反射素子の様々なパターンを示
す図である。
【図１Ｃ】本明細書にて開示する光学物品に含まれる再帰反射素子の様々なパターンを示
す図である。
【図１Ｄ】本明細書にて開示する光学物品に含まれる再帰反射素子の様々なパターンを示
す図である。
【図１Ｅ】本明細書にて開示する光学物品に含まれる再帰反射素子の様々なパターンを示
す図である。
【０００７】
【図２Ａ】光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
【図２Ｂ】光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
【図２Ｃ】光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
【図２Ｄ】光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
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【図２Ｅ】光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
【０００８】
【図３Ａ】例示的な光学フィルターと、視認可能なパターン及び不可視の近赤外パターン
を表示する電子ディスプレイと、を含む例示的なシステムの概念図である。
【図３Ｂ】例示的な光学フィルターと、視認可能なパターン及び不可視の近赤外パターン
を表示する電子ディスプレイと、を含む例示的なシステムの概念図である。
【図３Ｃ】例示的な光学フィルターと、視認可能なパターン及び不可視の近赤外パターン
を表示する電子ディスプレイと、を含む例示的なシステムの概念図である。
【図３Ｄ】例示的な光学フィルターと、視認可能なパターン及び不可視の近赤外パターン
を表示する電子ディスプレイと、を含む例示的なシステムの概念図である。
【０００９】
【図４】例示的な技術のフローチャートである。
【００１０】
　本発明の範囲から逸脱することなく、実施形態を用いてもよく、また、構造的変更を行
ってもよいことを理解されたい。これらの図は、必ずしも一定の比率の縮尺ではない。図
面で使用されている同様の番号は同様の構成要素を示す。しかし、特定の図中のある構成
要素を示す数字の使用は、同じ数字を付した別の図中の構成要素を限定することを意図す
るものではないことが理解されよう。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示において、「紫外線」は、約１０ｎｍ～約４００ｎｍの範囲の波長を指す。本開
示において、「可視」は、約４００ｎｍ～約７００ｎｍの範囲の波長を指し、「近赤外」
は約７００ｎｍ～約２０００ｎｍの範囲の波長、例えば約８００ｎｍ～約１２００ｎｍの
範囲の波長を指す。
【００１２】
　周囲電磁放射源は、特定の波長の光、又は特定の光源からの光を受光するように構成さ
れた受光器、あるいは特定の波長の光を発光するように構成された発光器と干渉し得る。
例えば、可視波長は、例えば、受光器内又は発光器内のノイズを増大させることによって
、近赤外波長の受光、感知、又は透過に干渉し得る。電磁放射源はまた、意図せずに看者
（例えば、可視域を見ている人間の観察者）に明らかとなり得る。例えば、近赤外波長の
みを発光するように構成された発光器によって発光された光は視認可能ではないが、発光
を担う装置又は構造体、例えば発光器の筐体が視認可能になり得る。カモフラージュ技術
は、所望の近赤外波長の透過の阻止、干渉、又は減少を不必要に生じさせ得るため、発光
器のマスキング、隠蔽、又は他のカモフラージュ方法は課題を提示し得る。
【００１３】
　本開示の諸例に係る光学フィルターは、ある特定の波長からの不要な光学干渉を防止し
、あるいは電磁放射源を視覚からカモフラージュし、一方で、所望の近赤外波長が発光器
によって透過されること、又は受光器によって受光されることを少なくとも部分的に可能
にし、あるいは一方で、比較的高い透明度による近赤外波長の透過を可能にするために用
いられ得る。例えば、近赤外波長を受光又は感知するよう動作する受光器は可視波長から
遮蔽され、可視波長によって生じ得る近赤外波長の受光又は感知との干渉を防止すること
ができる。近赤外波長を透過するよう動作する光透過体は、可視波長を散乱させることに
よって、視覚に対してカモフラージュされ得る。例えば、散乱された可視波長は、近赤外
波長の透過を妨げることなく、光透過体の存在を隠蔽することができる。
【００１４】
　開示されたシステムは、受光器及び発光器の一方又は両方と、７０１ｎｍ～８４９ｎｍ
の波長の透過を少なくとも部分的に減少させることができ、一方で、他の波長の透過を少
なくとも部分的に可能にする波長透過選択性層を含む光学フィルターと、を含むことがで
きる。例えば、波長透過選択性層は、入射可視光の大部分を拡散させることができる。
【００１５】
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　いくつかの実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に
減少させる層が、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの入射波長の約５０％未満を透過し、いくつか
の実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの入射波長の約４０％未満を透過し、いくつか
の実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの入射波長の約３０％未満を透過し、いくつか
の実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの入射波長の約２０％未満を透過し、又はいく
つかの実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの入射波長の約１５％未満を透過する。い
くつかの実施形態では、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少
させる層が、４００ｎｍ～７００ｎｍの波長の少なくとも２０％を阻止し、いくつかの実
施形態では４００ｎｍ～７００ｎｍの波長の少なくとも５０％を阻止し、いくつかの実施
形態では、４００ｎｍ～７００ｎｍの波長の少なくとも８０％を阻止し、いくつかの実施
形態では、４００ｎｍ～７００ｎｍの波長の約１００％を阻止し、阻止された波長は、こ
の層によって吸収又は反射される。
【００１６】
　開示された波長透過選択性層は、接着剤成分及び吸収剤成分を含み得る。したがって、
開示された波長透過選択性層は、波長透過選択性接着層と呼ばれることがある。波長透過
選択性接着層は、最終的な組立品又は物品において、平面状、非平面状、又は両方であり
得る。波長選択性接着層は、二次元表面、三次元表面、又は両表面の組み合わせ上に配置
することができる。波長透過選択性接着層はまた、エンボス加工、延伸、インモールド加
工、同種の製造方法、又はこれらの組み合わせを含む技術を使用して、形成後に変更する
こともできる。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、接着剤成分は、例えば光学的に透明であり得る。いくつかの
実施形態では、接着剤成分は光学的に透明である必要はないが、対象となる波長で少なく
とも光学的に透過性であり得る。有用な接着剤成分は、吸収剤成分が接着剤自体、溶媒、
又はこれらの組み合わせのいずれかに溶解されることができ、乾燥接着剤マトリックス中
で実質的に溶解又は完全に溶解したままとなるように選択され得る。いくつかの実施形態
では、接着剤成分は、ｐＨの変化によって吸収剤成分が影響を受けない（例えば、悪影響
を受けない）ように、ｐＨは中性（例えば、ｐＨ６～８又は約７）とし得る。いくつかの
実施形態では、接着剤成分は、適用において等方性又は複屈折性であり得る。
【００１８】
　有用な接着剤としては、例えば、溶媒流延接着剤、ＵＶバルク重合接着剤、又はホット
メルト接着剤を挙げることができる。有用な接着剤としては、例えば、感圧接着剤、熱活
性化接着剤、又は構造用接着剤を挙げることができる。有用な接着剤としては、例えば、
恒久的接着剤、取り外し可能な接着剤（すなわち、取り外しできるが再接着できない）、
再配置可能な接着剤（すなわち、取り外し及び再適用することができる）を挙げることが
できる。有用な接着剤としては、コーティング可能接着剤、印刷可能接着剤、又は両方の
接着剤を挙げることができる。有用な接着剤はまた、転写接着剤（すなわち剥離ライナー
同士の間の乾燥接着フィルムであり、剥離ライナーが取り外されると、圧力又は熱を適用
するだけで基材に転写することができる）として機能し得る接着剤を含むことができる。
【００１９】
　「接着剤成分」は、この用語が本明細書で使用される場合、接着特性並びに他の構成成
分を提供する材料を含むことができる。例えば、接着剤成分は、接着特性を提供する材料
、溶媒又は溶媒系、及び追加成分（例えば加工助剤など）を提供する材料を含むことがで
きる。いくつかの実施形態では、有用な接着剤成分としては、例えば、アクリル系接着剤
、ポリウレタン系接着剤、ポリエステル系接着剤、ポリオレフィン系接着剤、又はシリコ
ーン系接着剤を挙げることができる。いくつかの実施形態では、接着剤は、エネルギーに
よる活性化を介して硬化性であり得、例えば、ＵＶ硬化性であり得、接着剤の架橋を引き
起こす。あるいは、接着剤はまた、熱又は熱と化学線との組み合わせによって硬化されて
もよい。
【００２０】
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　開示される波長透過選択性層は、吸収剤成分を含んでもよい。吸収剤成分は、一種類の
染料若しくは複数種類の染料、一種類の顔料若しくは複数種類の顔料、又はこれらの組み
合わせを含むことができる。有用な吸収剤成分は、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過
を少なくとも部分的に減少させることができ、一方、接着剤成分と組み合わせたときに他
の波長の透過を少なくとも部分的に可能にすることができる任意の染料、顔料、又はこれ
らの組み合わせを含むことができる。
【００２１】
　有用な吸収剤成分としては、接着剤成分に可溶性であるもの、溶剤コーティングされた
接着剤の場合には溶媒に可溶性であるもの、又はその両方であるものを含む。有用な吸収
剤成分はまた、有意なＮＩＲ散乱を引き起こさないものを含むことができる。
【００２２】
　開示された波長透過選択性層における吸収剤成分として有用であり得る例示的な染料及
び顔料としては、可視的に黒色又は着色されているように見えるが、ＮＩＲ波長に対して
透明であるものを挙げることができる。可視染料及び着色剤は、酸性染料、アゾ系着色物
質、カップリング成分、及びジアゾ成分のような１つ以上の部類に含まれる。塩基性染料
としては、顕色剤、直接染料、分散染料、蛍光増白剤、食用染料、イングレイン染料、皮
革染料、媒染染料、天然染料及び顔料、オキシデーションベース、顔料、反応染料、還元
剤、溶剤染料、硫化染料、縮合硫化染料、建染染料が挙げられる。染料はまた、光吸収に
主に関与する官能基又は部分に基づいて分類することもできる。染料／顔料の主な部類の
いくつかとしては、フタロシアニン、シアニン、遷移金属ジチオリン、スクアリリウム、
クロコニウム、キノン、アントラキノン、イミニウム、ピリリウム、チアピリリウム、ア
ズレニウム、アゾ、ペリレン、及びインドアニリンが挙げられる。これらの染料及び顔料
の多くは、本質的に有機系／有機金属系又は有機金属である。これらの染料のいくつかは
、金属錯体であり得る。金属錯体染料の具体的な群は、商標名ＯＲＡＳＯＬ（登録商標）
でＢＡＳＦ　Ｃｏｌｏｒ＆Ｅｆｆｅｃｔｓ　ＵＳＡ　ＬＬＣ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ
，ＮＪ）から入手可能である。ＯＲＡＳＯＬ（登録商標）金属錯体染料は、強い可視光吸
収と共に、比較的高いＮＩＲ透過性を示す。例示的な具体的染料としては、全て黒色に見
え、有用な溶剤型接着剤中で比較的高い可溶性を有するＯＲＡＳＯＬ（登録商標）Ｘ４５
、Ｘ５１、及びＸ５５金属錯体染料（ＢＡＳＦ　Ｃｏｌｏｒ＆Ｅｆｆｅｃｔｓ　ＵＳＡ　
ＬＬＣ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から入手可能）、ペリレン系染料の例である
Ｌｕｍｏｇｅｎ　ＩＲ７８８　ＩＲ染料（ＢＡＳＦ　Ｃｏｌｏｒ＆Ｅｆｆｅｃｔｓ　ＵＳ
Ａ　ＬＬＣ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から入手可能）、Ｅｘｃｏｌｏｒ　ＩＲ
１０Ａ（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｓｈｏｋｕｂａｉ（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）から入手可能）、
及びフタロシアニン染料及び顔料である、バニジルフタロシアニン染料（Ａｆｌａ－Ａｅ
ｓａｒ（Ｔｅｗｋｓｂｅｒｒｙ，ＭＡ）又はＳｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｓｔ．Ｌｏｕ
ｉｓ，ＭＯ）のいずれかから入手可能）が挙げられる。低可溶性を示す着色剤は、接着剤
又は他の樹脂マトリックス中で顔料粒子として粉砕及び分散させることができる。有機顔
料のいくつかは、モノアゾ、酸染料のアゾ縮合不溶性金属塩、及びジアゾ、ナフトール、
アリライド、ジアリライド、ピラゾロン、アセトアリライド、ナフトアニリド、フタロシ
アニン、アントラキノン、ペリレン、フラバントロン、トリフェノジオキサジン（triphe
ndioxazine）、金属錯体、キナクリドン、ポリピロイル（polypryrrole）などの１つ以上
に属する。金属クロム酸塩、モリブデン酸塩、チタン酸塩、タングステン酸塩、アルミン
酸塩、フェライトなどの混合金属酸化物は、一般的な顔料のいくつかである。多くは、鉄
、マンガン、ニッケル、チタン、バナジウム、アンチモン、コバルト、鉛、カドミウム、
クロムなどのような遷移金属を含有する。バナジン酸ビスマスは非カドミウムイエローで
ある。金属カルコゲナイド及びハロゲン化物も顔料として使用することができる。これら
の顔料は、低可視及び／又はＮＩＲ散乱が所望される場合に有用であり得る分散ナノ粒子
を生成するために粉砕されてもよい。
【００２３】
　波長透過選択性層を形成する組成物又は溶液中の吸収剤成分の量は、例えば、接着層を
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形成する厚さ、特定の吸収剤成分、特定の接着剤成分、他の要因、及びこれらの組み合わ
せを含む多くの要因に依存し得る。染料を利用するいくつかの実施形態では、波長透過選
択性層を形成する組成物は、比較的少量の染料を利用し得るように、比較的厚く（例えば
、約２ｍｉｌ（約０．０５１ｍｍ））コーティングされる。いくつかの実施形態では、組
成物の総重量に基づいて、０．１重量％以上、０．２重量％以上、又は０．５重量％以上
の染料を有する組成物を利用することができる。いくつかの実施形態では、組成物の総重
量に基づいて、１０重量％以下、５重量％以下、又は２重量％以下の染料を有する組成物
を利用することができる。
【００２４】
　顔料はまた、接着剤中に十分に分散されることができ、有意なＮＩＲ散乱を引き起こさ
ない、有意なＮＩＲ吸収を有さない、又はこれらの組み合わせであれば、有用な吸収剤成
分であり得る。いくつかの実施形態では、有用な顔料をナノ粒子形態で利用することがで
きる。有機顔料及び無機顔料の両方を利用することができる。いくつかの実施形態では、
有用な有機顔料は、市販のインク中で一般的に利用されるいくつかの顔料を含むことがで
きる。利用することができる具体的な例示的な有機顔料としては、例えば、有機キナクリ
ドン顔料である、ＭＩＣＲＯＬＩＴＨ（登録商標）Ｍａｇｅｎｔａ　４５００Ｊ、有機フ
タロシアニン顔料である、ＭＩＣＲＯＬＩＴＨ（登録商標）Ｇｒｅｅｎ　８７５０Ｋ、及
び有機フタロシアニン顔料である、ＭＩＣＲＯＬＩＴＨ（登録商標）Ｂｌｕｅ　７０８０
ＫＪＡを挙げることができ、これらはいずれもＢＡＳＦ　Ｃｏｌｏｒ＆Ｅｆｆｅｃｔｓ　
ＵＳＡ　ＬＬＣ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から入手可能である。利用すること
ができる具体的な例示的な無機顔料としては、例えば、セリアナノ粒子（Ｎｙａｃｏｌ，
Ａｓｈｌａｎｄ，ＭＡから入手可能）を挙げることができる。
【００２５】
　染料もまた、有用な吸収剤成分であってもよい。異なる染料同士は、異なる吸収係数を
有するが、一方で、顔料は吸収及び散乱の両方を呈するため、顔料の光学特性は吸光係数
によって説明される。顔料の粒径は、その散乱挙動に強い影響を及ぼす。ナノメートルサ
イズ範囲内の粒径を有する顔料は、比較的有意に低減した散乱を示す。層を形成する組成
物又は層自体中の染料又は顔料（又は組み合わせ）の量は、そのような光学特性を用いて
決定することができる。所与のコーティング厚さでは、染料又は顔料の充填は、それらの
吸収／吸光係数に反比例する。所与の透過率では、顔料／染料の充填又は濃度は、層の厚
さ及び吸光／吸収係数に依存する。吸収係数が既知である場合、ランベルトベールの法則
を使用して、所与の透過に必要な濃度を計算することができる。この法則は、希釈溶液で
は良好に機能するが、散乱、蛍光などのために、より高い濃度での制限を有し得る。
【００２６】
　波長透過選択性層を形成する組成物は、フィルム接着剤として（例えば、接着剤が２つ
の剥離ライナーの間に配置された接着剤転写テープ）又はこのようなフィルム接着剤から
作製されたダイカットとして形成することができる。いくつかの実施形態では、波長透過
選択性層を形成する組成物は、基材上に分配され（例えば、印刷されるなど）、いくつか
の実施形態では、基材上で硬化され得る。印刷は、スクリーン印刷、スロットダイコーテ
ィング、及び更にはインクジェット印刷などのプロセスを使用して行うことができる。こ
のような接着剤印刷方法の例示的な例は、国際公開第２０１３／０４９１３３号及び米国
特許第６，８８３，９０８号に見られる。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、波長透過選択性層は、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過
を少なくとも部分的に可能にする。いくつかの実施形態では、波長透過選択性層は、７０
１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させ、３５０ｎｍ～７００ｎ
ｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させ、その結果、波長透過選択性層は、３５０
ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に減少させる。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、波長透過選択性層は、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過
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を、少なくとも５０％、少なくとも４０％、少なくとも３０％、少なくとも２０％、又は
少なくとも１５％だけ減少させる。いくつかの実施形態では、波長透過選択性層は、７０
１ｎｍ～８４９ｎｍの全ての波長を同じ量だけ減少させる必要はなく、減少率は、７０１
ｎｍ～８４９ｎｍの吸収剤成分のない波長透過選択性層を通る光の波長に対する７０１ｎ
ｍ～８４９ｎｍの波長透過選択性層を通る光の波長として分光計によって測定される。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、波長透過選択性接着層は、２つ以上の層で作製され得る、又
は２つ以上の層を含み得、例えば、波長透過選択性接着層は多層接着剤であり得る。いく
つかの例では、多層接着剤は、取り扱い及び適用を容易にするのに有利であり得る。例え
ば、より硬い弾性層をより軟質のより粘稠な層と組み合わせると、物品をダイカットに変
換するのを容易にすることができ、又は、インクステップなどの三次元の特徴を、そのよ
うな三次元特徴部に隣接させて軟質でより粘稠な層を配置する場合に、より容易に被覆す
ることができる。多層接着剤は、隣接した２つの基材への異なる粘着力を作成し（例えば
、１つの基材に対しては恒久的であるが、他の基材からは取り外し可能な粘着力が、多層
接着剤ではより簡単に作成できる）、隣接した２つの異なる基材（例えば、ガラス接着用
のアクリル層及び低表面エネルギー基材接着用のシリコーン層）への異なる粘着力を作成
するように、比較的容易に修正することもできる。多層接着剤を都合良く利用して、接着
剤の光学密度（例えば、接着層の所与の総厚について、透明層を利用して、その透明層の
上方又は下方に配置された別の層の光学密度を減少させることができる）、又は、接着層
の可視外観（例えば、１つの層が緑色であってもよく、一方、第２の層が青色であり、両
色の複合色の外観が得られる）を、より簡単に修正することもできる。
【００３０】
　波長透過選択性接着層は、光学物品内の任意の構成要素に近接して使用することができ
る。このような光学物品は、光学フィルターと呼ばれることがある。図１Ａ～図１Ｅは、
光学フィルターを含む例示的な物品の横断面図である。
【００３１】
　図１Ａは例示的な物品１０ａの横断面図を示す。物品１０ａは、基材１２と、波長透過
選択性層１４とを含む。基材１２は、ガラス、ポリマー、金属、又は任意の他の適切な硬
質、半硬質又は軟質の膜（maters）、及びそれらの組み合わせを含み得る。図１Ａの例示
的な物品１０ａでは基材１２が層として示されているが、諸例では、基材１２は、平坦な
表面、実質的に平坦な表面、又はテクスチャー化表面を有し得る任意の適切な三次元形状
を取ることができる。諸例では、基材１２は、デバイス、例えば電子デバイスの筐体、ス
クリーン、又は表面を含み得る。
【００３２】
　波長透過選択性層１４は、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の透過を少なくとも部分的に
減少させる。諸例では、波長透過選択性層１４は、７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の約５
０％未満を透過し得る。波長透過は選択的である。諸例では、波長透過選択性層１４は、
７０１ｎｍ～８４９ｎｍの波長の約５０％未満を透過し、７００ｎｍ未満の波長の約５０
％未満を透過し得る。諸例では、波長透過選択性層１４は７００ｎｍ未満の波長の約５０
％超を散乱させることができる。例えば、波長透過選択性層１４は、７００ｎｍ未満の入
射波長の約５０％超を散乱させることにより、７００ｎｍ未満の入射波長の約５０％未満
を透過することができる。
【００３３】
　図１Ｂは、例示的な物品１０ｂの横断面図を示す。物品１０ｂは、基材１２と、波長透
過選択性層１４と、反射層１６とを含み得る。物品１０ｂにおいては、波長透過選択性層
１４と基材１２との間に反射層１６が示されているが、諸例では、物品１０ｂが基材１２
を含まなくてもよく、波長透過選択性層が反射層１６上に配置されていてもよい。諸例で
は、基材１２は、例えば、基材１２の主表面に、又は内部内に、反射層１６を含み得る。
諸例では、反射層１６は基材１２の下方に配置されていてもよい。諸例では、反射層１６
は基材１２の上方に配置されていてもよい。諸例では、反射層１６は穿孔されていてもよ
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い。諸例では、物品１０ｂは可視光の５０％未満を反射し、近赤外光の５０％超を透過さ
せることができる。諸例では、反射層１６は、例えば選択された波長のみを反射する波長
選択性であり得る。反射層１６は、多層光学フィルム、ダイクロイック反射体、干渉フィ
ルム、無機多層積層体、金属誘電体積層体、研磨された基材、ミラー、反射型偏光子、又
は反射金属若しくはガラス表面などの反射表面を含み得る。諸例では、物品１０ｂは、反
射層と波長透過選択性層１４との間、又は波長透過選択性層１４の上方の、又は物品１０
ｂ内の任意の層に隣接して配置される染料層（図示せず）を含み得る。染料層は、近赤外
では透過性又は透明であってよく、可視では吸収性であってよく、それにより、反射層１
６の可視反射を減少させる、スペクトル選択性染料を含み得る。諸例では、染料層は、少
なくとも３０％、５０％、７０％、又は９０％の可視光吸収を有し得る。諸例では、染料
層は、可視色を有する一方で、近赤外では透過性のままであるように着色されてもよい。
【００３４】
　図１Ｃは、例示的な物品１０ｃの横断面図を示す。物品１０ｃは、基材１２と波長透過
選択性層１４とを含み得る。物品１０ｃは、任意選択的に、図１Ｃに示すように、反射層
１６、インク受容層１８、印刷パターン層２２、及び保護層２４のうちの１つ以上を含み
得る。図１Ｃは物品１０ｃ内の層のための特定の配置を示しているが、それぞれの層は任
意の適切な構成に再配置されてもよい。例えば、反射層１６が存在する場合には、基材１
２を省略してもよい。保護層２４はシーラント層を含み得る。諸例では、インクパターン
層２２は、インク受容層１８上に堆積され得るインク又は顔料の印刷パターンを含む。諸
例では、インク受容層は省略されてもよく、インクパターン層２２は波長透過選択性層１
４上に堆積されてもよい。諸例では、保護層２４は、インクパターン層２２と波長透過選
択性層１４との間に配置されてもよい。諸例では、２つの保護層２４が配置されてもよく
、一方はインクパターン層２２の上方に、他方は波長透過選択性層１４に隣接して配置さ
れてもよい。
【００３５】
　図１Ｄは、例示的な物品１０ｄの横断面図を示す。物品１０ｄは、基材１２と、波長透
過選択性層１４と、第１のシーラント層２６と、第２のシーラント層２８とを含み得る。
第１のシーラント層２６及び第２のシーラント層２８の両方のうちの一方はラテックスコ
ーティングを含み得る。それぞれのシーラント層は、例えば、水分又は他の反応物若しく
は崩壊剤の侵入を防止又は低減することによって、波長透過選択性層１４の完全性を保護
することができる。それぞれのシーラント層は、波長透過選択性層１４に対して構造支持
及び物理的安定性をも提供し得る。例えば、第１のシーラント層２６及び第２のシーラン
ト２８の一方又は両方は、波長透過選択性層１４が製造基材から剥離又は除去され、その
後、製品基材、例えば基材１２上に移送され、適用されることを可能にし得る。
【００３６】
　図１Ｅは、例示的な物品１０ｅの横断面図を示す。物品１０ｅは、基材１２と、基材１
２に隣接した波長透過選択性層１４と、波長透過選択性層１４上に堆積されたインクパタ
ーン層２４とを含み得る。それぞれのセンサセグメント３２ａ、３２ｂ、３２ｃ、及び３
２ｄを含むセンサ層３２が、基材１２に隣接して配置され得る。諸例では、基材１２は省
略されてもよく、波長透過選択性層１４はセンサ層３２上に堆積されてもよい。諸例では
、波長透過選択性層１４は、それぞれのセンサセグメント３２ａ、３２ｂ、３２ｃ、及び
３２ｄと整列され得る、それぞれの選択散乱セグメント１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、及び１
４ｄを含み得る。選択散乱セグメントのうちの１つ以上は省略されてもよく、そのため、
波長透過選択性層１４は、それぞれのセンサセグメントのうちの少なくとも１つと整列さ
れ得る少なくとも１つの穿孔を含み得る。したがって、異なる選択散乱セグメントは、近
赤外散乱比、可視ヘイズ率、又はそれぞれの選択散乱セグメントと整列したセンサセグメ
ントの性能を向上させることができる他の光学特性を変更することによって調整され得る
。図１Ｅの波長散乱層１４及びセンサ層３２内には、４つのセグメントが表示されている
が、諸例では、波長散乱層１４及びセンサ層３２は任意の適当な数のセグメントを有し得
る。図１Ｅの例では、センサ層３２が記載されているが、諸例では、物品１０ｅは、セン
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サセグメントの代わりに光源３２ａ、３２ｂ、３２ｃ、及び３２ｄを含み得る。
【００３７】
　図１Ａ～図１Ｅは、それぞれの物品１０ａ～１０ｅを、平坦な層を含むように示してい
るが、様々な例では、物品１０ａ～１０ｅは、任意の好適な形状、周囲又は断面を取り得
、物品１０ａ～１０ｅの層は、規則的、不規則、又は複合的な曲率を取り得るか、あるい
は異なる領域内では、平坦な、若しくは湾曲した幾何形状を取るか、又はさもなければ、
層若しくは物品１０ａ～１０ｅの真下の基材の輪郭に一致し得る。例えば、物品１０ａ～
１０ｅは半球状又はレンズ状の形状を取り得る。
【００３８】
　波長透過選択性接着層を含む光学物品は、例えば光学システムを含む様々なシステムで
利用することができる。このような光学フィルターは、光学システムの任意の一部分又は
複数の部分に近接して又は隣接して利用することができる。例えば、光学フィルターは、
例えば、光源、検出器、検出される物体、又はこれらの任意の組み合わせに近接して利用
することができる。検出対象物体に近接して光学物品が使用されるいくつかの実施形態で
は、反射体が、その光学物品に含まれ得る、又はその光学物品に近接し得る。例示的な反
射体としては、鏡面反射体、拡散反射体、半鏡面反射体、再帰反射反射体、又はこれらの
任意の組み合わせを挙げることができる。例示的な再帰反射体は、ビーズ再帰反射性物品
及びキューブコーナー再帰反射性物品の両方を含み、金属バッキングされているか、又は
空気バッキングされているかのいずれかである。いくつかの実施形態では、光学フィルタ
ーは、例えば光ファイバ又は中空若しくは中実光ガイドを含む光送達デバイスに近接して
配置され、一体形成され、又はその両方とすることができる。
【００３９】
　図２Ａ～図２Ｅは、光学フィルターを含む例示的な光学システムの概念的略図である。
図２Ａは、光学フィルター１０及び受光器４０を含む例示的な光学システムの概念的略図
である。諸例では、受光器４０は、光センサ、カメラ、ＣＣＤ、又は少なくとも光の所定
の波長領域を感知するように構成された任意の他のセンサを含み得る。例えば、受光器４
０は近赤外センサを含み得る。諸例では、受光器４０は、光を受光する物体、例えば、太
陽電池、又は入射光を少なくとも部分的に吸収する物体、例えば、太陽熱ヒータ、又は光
を受光する任意の他の物体を含み得る。光学フィルター１０は、以上において図１Ａ～図
１Ｅを参照して説明されたとおりの、波長透過選択性層を含む例示的な光学フィルターの
うちの任意のもの、又は本開示に記載の他の例示的な光学フィルターを含み得る。図２Ａ
に示すように、光学フィルター１０は受光器４０に隣接して配置されていてもよい。入射
近赤外線４２ａは近赤外波長を含んでもよく、光学フィルター１０を通して受光器４０へ
実質的に透過され得る。入射可視光線４４ａは可視波長を含んでもよく、光学フィルター
１０によって実質的に反射又は散乱され得、これにより、受光器４０は可視光線４４ａか
ら少なくとも部分的に遮蔽され、近赤外線４２ａを少なくとも部分的に受光する。諸例で
は、受光器は光学フィルター１０によって可視光線４４ａから実質的に又は完全に遮蔽さ
れ得、近赤外線４２ａの実質的に全てを受光し得る。
【００４０】
　図２Ｂは、光学フィルター１０、受光器４０、発光器４６、及び物体４８を含む例示的
な光学システムの概念的略図である。諸例では、発光器４６は、可視波長、近赤外波長、
又は紫外波長を含む、光又は電磁放射の任意の好適な波長の発生源を含み得る。諸例では
、発光器４６は、電球、白熱光源、小型蛍光灯、ＬＥＤ、ライトガイド、又は任意の自然
光源若しくは人工光源を含み得る。諸例では、発光器４６は光を発生しなくてもよく、光
源によって発生された光を反射又は透過させるのみでもよい。光学フィルター１０は受光
器４０と物体４８との間に配置されていてもよい。発光器は、光学フィルター１０の、受
光器４０と同じ側に配置されていてもよい。発光器４６から透過された近赤外線４２ｂは
近赤外波長を含んでもよく、光学フィルター１０を通して物体４８へ実質的に透過され得
る。光４２ｂは物体４８によって反射され得、反射光線は物体４８の光学特性によって変
更され得る。反射光線４２は光学フィルター１０を通して受光器４０へ実質的に透過され
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得る。入射可視光線４４ｂは可視波長を含んでもよく、光学フィルター１０によって実質
的に反射又は散乱され得、これにより、受光器４０及び発光器４６の一方又は両方は可視
光線４４ａから少なくとも部分的に遮蔽される。諸例では、受光器は光学フィルター１０
によって可視光線４４ｂから実質的に又は完全に遮蔽され得、近赤外線４２ｂの実質的に
全てを受光し得る。
【００４１】
　図２Ｃは、光学フィルター１０、受光器４０、及び物体４８を含む例示的な光学システ
ムの概念的略図である。光学フィルター１０は受光器４０と物体４８との間に配置されて
いてもよい。入射近赤外線４２ｃは近赤外波長を含んでもよく、物体４８及び光学フィル
ター１０を通して受光器４０へ実質的に透過され得る。入射可視光線４４ｃは可視波長を
含んでもよく、光学フィルター１０によって実質的に反射又は散乱され得、これにより、
受光器４０は可視光線４４ｃから少なくとも部分的に遮蔽され、近赤外線４２ｃを少なく
とも部分的に受光する。諸例では、受光器４０は光学フィルター１０によって可視光線４
４ｃから実質的に又は完全に遮蔽され得、近赤外線４２ｃの実質的に全てを受光し得る。
【００４２】
　図２Ｄは、光学フィルター１０及び受光器４０を含む例示的な光学システムの概念的略
図である。光学フィルター１０は受光器４０に隣接して配置されていてもよい。入射近赤
外線４２ｄは近赤外波長を含んでもよく、光学フィルター１０から受光器４０へ実質的に
反射され得る。入射可視光線４４ｄは可視波長を含んでもよく、光学フィルター１０によ
って実質的に反射又は散乱され得、これにより、受光器４０は可視光線４４ｄを少なくと
も部分的に受光し、一方で、近赤外線４２ｄを少なくとも部分的に受光する。
【００４３】
　図２Ｅは、光学フィルター１０、受光器４０、及び発光器４６を含む例示的な光学シス
テムの概念的略図である。光学フィルター１０は、発光器４６と受光器４０との間に配置
されていてもよい。発光器４６から透過された近赤外線４２ｅは近赤外波長を含んでもよ
く、光学フィルター１０を通して受光器４０へ実質的に透過され得る。入射可視光線４４
ｅは可視波長を含んでもよく、光学フィルター１０によって実質的に反射又は散乱され得
、そのため、発光器４６は可視光線４４ｅから少なくとも部分的に遮蔽される。諸例では
、発光器４６は、光学フィルター１０によって可視光線４４ｅから実質的に又は完全に遮
蔽され得る。図２Ｅの例示的な光学システムにおいては、受光器４０が記載されているが
、諸例では、図２Ｅの例示的な光学システムは受光器４０を含まなくてもよい。例えば、
例示的な光学システムは発光器４６及び光学フィルター１０を含み得、光学フィルター１
０は、発光器４６を、視覚によって見えないように隠蔽し得る。
【００４４】
　諸例では、光学フィルター１０は、少なくとも１つの取り外し可能又は再配置可能な層
を含み得るか、あるいは光学フィルター１０は全体として取り外し又は再配置可能であり
、そのため、光学フィルター１０は、光学フィルター１０の下の、又はそれに隣接した基
材に対して取り外し又は再配置可能である。諸例では、光学フィルター１０の周囲は、発
光器４６又は受光器４０の一方又は両方の周囲を越えて延びていてもよく、あるいは光学
フィルター１０の主表面の面積は、発光器４６又は受光器４０の一方又は両方の表面積よ
りも大きいか小さくてもよい。諸例では、光学フィルター１０は、電子機器、回路、基材
、センサ、送信機などの他の構成要素を、光学フィルターによってこれらの構成要素を視
覚から遮蔽することによって、カモフラージュするように構成され得る。諸例では、２つ
以上の発光器４６又は受光器４０、例えばアレイを、光学フィルター１０に隣接して配置
することができるであろう。諸例では、発光器４６又は受光器４０の一方又は両方は、光
学フィルター１０から、例えば、少なくとも１ｃｍ、又は１０ｃｍ、又は１ｍ、又は１０
ｍ、又は１００ｍ、又は１ｋｍ、相対的に離れているか、あるいはなお更に離れていても
よい。図２Ａ～図２Ｅでは、例えば、発光器４６及び受光器４０の一方又は両方と光学フ
ィルター１０との間の、光の直接経路が示されているが、諸例では、発光器４６及び受光
器４０の一方又は両方と光学フィルター１０との間の光は、光学的に導かれた経路、反射



(14) JP 2021-501917 A 2021.1.21

10

20

30

40

50

経路、又は屈折若しくはフィルタリングを含む光学的操作を含む経路、又は異なる光学媒
体を通って進む経路を含む、非直接的経路をたどり得る。
【００４５】
　このように、諸例では、光学フィルター１０は、受光器４０を可視波長から少なくとも
部分的に遮蔽し、一方で、受光器４０が近赤外波長を受光することを実質的に可能にする
ように構成され得る。諸例では、光学フィルター１０は、例えば可視波長を散乱させるこ
とによって、受光器４０又は発光器４６の一方又は両方を視覚からカモフラージュするよ
うに構成され得る。
【００４６】
　図３Ａ～図３Ｄは、例示的な光学フィルターと、視認可能なパターン及び不可視の近赤
外パターンを表示する電子ディスプレイとを含む例示的なシステムの概念図である。電荷
結合素子（charge-coupled device、ＣＣＤ）などの撮像センサは近赤外領域内で検出す
るため、可視的に反射可能なグラフィックを含む標示を生成することが可能であろう。標
示は、カメラによって検出可能である不可視画像を隠蔽することができるであろう。例え
ば、画像は、例えば、バーコード、２Ｄバーコード、又はＱＲコードなどの、信号又は情
報を符号化する所定のパターンを含むことができるであろう。ＱＲコードの物理的サイズ
は、それらが包含し得る情報量を制限することがある。しかし、不可視ＱＲコードは、可
視グラフィックを乱したり又は損なったりすることなく、標示と同じ物理的大きさを有す
ることができるであろう。一例では、電子ディスプレイ６０は、ディスプレイ６０の背後
に隠蔽されたそれぞれの可視及び近赤外発光器によって放射された可視及び近赤外光パタ
ーンを同時に表示する能力を有し得る。電子ディスプレイ６０は、上記において図１Ａ～
図１Ｅを参照して説明された例示的な光学フィルターで被覆されていてもよい。例えば、
電子ディスプレイ６０は、図３Ｂに示すように、視認可能であるパターン６２と不可視の
近赤外パターン６４とを同時に表示し得る。パターン６２は、相対的により小さいＱＲコ
ード、又は相対的により小さい表示フットプリントを有する他のインダイシア（indicia
）を含み得、パターン６４は、相対的により大きいＱＲコード、又は相対的により大きな
フットプリントを有する他のインダイシアを含み得る。パターン６２は、光学フィルター
（図示されていない）による可視波長の反射又は散乱の結果、視認可能になり得る。図３
Ａにおいて見られるように、パターン６２のみが視認可能であり、パターン６４は、近赤
外波長において比較的高い透明度で提示されている一方で、視覚に対して不可視のままで
あり得る。それゆえ、近赤外波長を感知する能力を有するカメラは、十分な解像度で、例
えば、パターン６４内に包含され得る情報を復号するのに十分な解像度で、パターン６４
を感知することができる。図３Ｃに示す例では、所定のパターンのみがディスプレイ６０
上で視認可能であり、一方で、図３Ｄに示すように、近赤外カメラによってのみ検出可能
な不可視の近赤外パターンがディスプレイ６０上に同時に表示され得る。それゆえ、３Ａ
、３Ｂ、３Ｃ、及び３Ｄのそれぞれの例示的なシステムでは、例示的な光学フィルターを
用いて、所定の可視パターンのみを見せつつ、近赤外パターンの発生源を隠蔽又はカモフ
ラージュすることができる。一部の例では、不可視の近赤外パターン６４を用いて秘匿情
報を符号化することができ、一方で、視認可能なパターン６２を用いて、視認可能な情報
、又は少なくとも、符号化可能であるが符号化しても視認可能な情報を提示することがで
きる。例えば、パターン６２は、ウェブサイトなどの、情報の第１のセットを符号化する
ことができ、一方で、パターン６４は、ディスプレイ６０の位置などの、情報の第２のセ
ットを符号化することができる。諸例では、電子ディスプレイ６０は、可視パターン、不
可視パターン、又はその両方を表示し得る。諸例では、電子ディスプレイ６０は複数のパ
ターンを表示し得る。諸例では、電子ディスプレイは、静的パターン又は動的パターンを
表示し得る。それゆえ、例示的な光学フィルターは、高透明度の近赤外透過を有するカモ
フラージュをもたらし得る。
【００４７】
　図４は例示的な技術のフローチャートである。例示的な技術は、発光器４６又は受光器
４０の一方又は両方に隣接して光学フィルター１０を配置すること（５２）を含み得る。
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光学フィルター１０は、以上において図１Ａ～図１Ｅ及び図２Ａ～図２Ｅを参照して説明
されたとおりの、波長透過選択性層を含む。例示的な技術は任意選択的に、光学フィルタ
ー１０と発光器４６又は受光器４０の一方又は両方との間に反射層１６を配置すること（
５４）を更に含み得る。光学フィルター１０は任意選択的に、発光器４６又は受光器４０
の一方又は両方をカモフラージュし得る（５６）。光学フィルター１０は任意選択的に、
発光器又は受光器の一方又は両方を可視波長から少なくとも部分的に遮蔽し得る（５８）
。
【００４８】
　波長透過選択性層はまた、１つ以上の検出可能物体に隣接して使用することができる。
検出可能物体は、例えば、ＮＩＲ波長を反射するものとすることができる。いくつかの実
施形態では、検出可能物体は、その上に衝突する１つ以上の光の波長に応答して、ＮＩＲ
（又は別の方法の）波長を反射する再帰反射体であるものとすることができる。
【００４９】
　このように、本開示による例示的なシステム、物品、及び技術は、例えば可視波長を選
択的に散乱、吸収、又は反射させることによって可視波長の透過を減少させながら近赤外
光を比較的高い透明度で透過させる例示的な波長透過選択性層を含む例示的な光学物品を
含み得る。
【００５０】
　本明細書で使用される全ての科学用語及び技術用語は、別途明記しない限り、当該技術
分野で通常使用される意味を有する。本明細書で与えられる定義は、本明細書で頻繁に用
いる特定の用語の理解を助けるためのものであり、本開示の範囲の限定を意図するもので
はない。
【００５１】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用する場合、単数形「ａ」、「ａｎ」、及び「
ｔｈｅ」は、内容が別途明示しない限り、複数の指示対象を有する実施形態を包含する。
【００５２】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用する場合、用語「又は」は、内容が別途明示
しない限り、「及び／又は」を含む意味で通常用いられる。用語「及び／又は」は、列挙
された要素のうちの１つ若しくは全て、又は列挙された要素のうちの任意の２つ以上の組
み合わせを意味する。
【００５３】
　本明細書で用いる場合、「有する（have）」、「有する（having）」、「含む（includ
e）」、「含む（including）」、「含む（comprise）」、「含む（comprising）」などは
、オープンエンドの意味で用いられ、通常、「含むが、これらに限定されない」という意
味である。「から本質的になる（consisting essentially of）」、「からなる（consist
ing of）」などは、「含む（comprising）」などに包含されることが理解されるであろう
。例えば、銀「を含む」組成物は、銀「からなる」組成物であってもよく、又は銀「から
本質的になる」組成物であってもよい。
【００５４】
　本明細書で使用される場合、「から本質的になる」は、ある組成物、装置、システム、
及び方法などに関する場合、その組成物、装置、システム、及び方法などの構成成分が、
列挙された構成成分と、その組成物、装置、システム、及び方法などの基本的特性及び新
規の特性に対して実質的に影響を及ぼさない任意の他の構成成分とに限定されることを意
味する。
【００５５】
　「好ましい」及び「好ましくは」という単語は、ある特定の状況においてある特定の利
益を供し得る実施形態を指す。ただし、他の実施形態もまた、同じ又は他の状況において
好ましい場合がある。更には、１つ以上の好ましい実施形態の記載は、他の実施形態が有
用ではないことを示唆するものではなく、特許請求の範囲を含む本開示の範囲から他の実
施形態を排除することを意図するものではない。
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【００５６】
　また、本明細書において、端点による数値範囲の列挙は、その範囲内に包含される全て
の数を含む（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、５など
を含み、又は１０以下は、１０、９．４、７．６、５、４．３、２．９、１．６２、０．
３などを含む）。値の範囲が特定の値「まで」である場合、その値は、その範囲内に含ま
れる。
【００５７】
　上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、「第２の」などの使用は、必
ずしも、列挙された数の物体が存在するのを示すことを意図するものではない。例えば、
「第２の」基材は、単に、別の基材（例えば「第１の」基材など）から区別することを意
図するものでしかない。また、上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、
「第２の」などの使用は、必ずしも、一方が他方よりも時間的に早く現れるのを示すこと
を意図するものではない。
【００５８】
　本開示に係る例示的な物品及び技法を、以下の非限定的な実施例によって例示する。
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【表１】

【００５９】
　１２９６接着剤合成法：ベース接着剤配合物は、以下のように調製された。２－エチル
ヘキシルアクリレート（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）４０ｇ
、ｎ－ブチルアクリレート（ＢＡＳＦ　Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）４０ｇ、２－
ヒドロキシエチルアクリレート（Ｋｏｗａ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ＮＹ）
１５ｇ、アクリルアミド（Ｚｉｂｏ　Ｘｉｎｙｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｚｉｂｏ　Ｃｉｔ
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ｙ，ＣＮ）５ｇ、熱反応開始剤Ｖａｚｏ５２（Ｄｕｐｏｎｔ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄ
Ｅ））ｇ、Ｋａｒｅｎｚ　ＭＴ　ＰＥ１（Ｓｈｏｗａ　Ｄｅｎｋｏ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ｎ
ｅｗ　Ｙｏｒｋ，ＮＹ）０．０８ｇ、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）溶剤６０ｇが反応容
器に充填された。この容器は窒素で５分間スパージされ、密閉されてから、６０℃の撹拌
水浴中に２０時間置かれた。次いで、生成した溶液ポリマーが冷却され、空気で１０分間
スパージされ、イソシアナトエチルメタクリレート（Isocyanatol Ethyl Methacrylate）
（ＩＥＭ、Ｓｈｏｗａ　Ｄｅｎｋｏ　Ａｍｅｒｉｃａ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ＮＹ）から入
手可能）０．３ｇが容器に添加された。容器は再び密閉され、５０℃まで１２時間加熱さ
れ、ＩＥＭが、形成されたアクリルポリマー上のペンダントＯＨ官能基と反応することが
可能になった。この官能基化に続いて、Ｉｒｇａｃｕｒｅ－１８４（ＢＡＳＦ　Ｆｌｏｒ
ｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）０．４ｇ及びＣＮ９８３（Ｓａｒｔｏｍｅｒ，Ｅｘｔｏｎ，Ｐ
Ａ）８ｇが容器に添加され、１時間混合された。
【００６０】
　ポリウレタンアクリレート接着剤合成法：機械的撹拌機、凝縮器、熱電対、及び窒素導
入口を取り付けた樹脂製反応容器に、１６０．０ｇのＰＲＩＰＬＡＳＴ　１８３８（ヒド
ロキシル価５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）、４０ｇの５７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価を
有するＰＲＩＰＬＡＳＴ　１９００、６．０ｇのＹＭＥＲ　Ｎ１２０、３０．０ｇのＭＥ
Ｋ及び０．７４ｇのＢＡＧＤＭ（ビスフェノールＡグリセロレートジメタクリレート（Ｓ
ｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から
入手可能））並びに０．０７２ｇのブチル化ヒドロキシトルエンを添加した。溶液を撹拌
しながら８０℃まで加熱した後、０．１２ｇのＫ－ＤＢＴＤＡ及び３０．６０ｇのＴＭＸ
ＤＩを添加した。次いで、ＦＴ－ＩＲによりＮＣＯピーク強度が観察されなくなるまで、
温度を８０±２℃に維持した。次いで、１．５ｇの２－メチル－１，３－プロパンジオー
ルを鎖延長のために添加した。反応中、所望の量のＭＥＫを系に添加して、系を希釈した
（すなわち、系の粘度を低下させた）。イソシアネート基が存在しなくなれば、反応が完
了し、これを、２２７４ｃｍ－１付近でのＮＣＯピークの消失について、ＦＴ－ＩＲを使
用してモニターした。最後に、固形分４５重量％の透明な粘稠溶液を得た。ＧＰＣデータ
は上記のようにして決定した：すなわち、Ｍｎ＝１９８００、Ｍｗ＝１２３８７５、及び
Ｐｄ＝６．２５であった。
【００６１】
　ポリウレタン接着剤合成法：機械的撹拌機、凝縮器、及び窒素導入口を取り付けた樹脂
製反応容器に、２００ｇのヒドロキシル末端ポリエステルＰＨ－５６（ヒドロキシル価５
７．３ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）、１．１ｇのＤＭＰＡ、３０．０ｇのＭＥＫ、及び０．１１ｇ
のＤＢＴＤＡを添加した。この溶液を８０℃まで２０分間加熱して、均一な溶液を得、次
に撹拌しながら１８．５６ｇのＨＤＩを添加した。２時間の反応後、６７ｇのＭＥＫを添
加し、系を希釈した。次に、約１０時間、又はＦＴ－ＩＲにより遊離ＮＣＯ基が観察され
なくなるまで、温度を８０℃に維持した。反応中、反応物質を希釈するために、別の量の
ＭＥＫを系に添加した。最後に、固形分５０重量％の透明かつ透過的なポリウレタンＰＳ
Ａ溶液を得た。ＰＵ接着剤のＭｎ、Ｍｗ、及び多分散度は、ＧＰＣによって求め、それぞ
れ４６２２６、９１８７７、及び１．９９である。
【００６２】
　試験方法
【００６３】
　全可視及び拡散可視（４００～７００ｎｍ）並びにＮＩＲ（８００～１０００ｎｍ）透
過は、分光計（Ｈｕｎｔｅｒｌａｂ　Ｕｌｔｒａｓｃａｎ　Ｐｒｏ）を使用して５ｎｍ間
隔で測定された。比較例１及び実施例１～１３について、３６５ｎｍ、４７５ｎｍ、５２
５ｎｍ、６５０ｎｍ、７００ｎｍ、７５０ｎｍ、８００ｎｍ、８５０ｎｍ、８７５ｎｍ、
９００ｎｍ、９４０ｎｍ、及び９７５ｎｍにおける透過率（％Ｔ）を、以下の表２に報告
する。
【００６４】
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　比較例１
【００６５】
　Ｏｒａｓｏｌ　Ｂｌａｃｋ　Ｘ５５が、ＭＥＫ中に２０重量％で溶解された。染料溶液
１部を１２９６接着剤溶液２部と混合して、６．６６重量％のＯｒａｓｏｌ　Ｂｌａｃｋ
　Ｘ５５染料を含有するコーティング溶液を作製した。得られたコーティング溶液は、＃
２０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティングは乾燥
され、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。
【００６６】
　実施例１　光学的に透明な基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００６７】
　Ｍｉｃｒｏｌｉｔｈ（登録商標）Ｍａｇｅｎｔａ　４５００Ｊ　Ｍａｇｅｎｔａ　Ｐｉ
ｇｍｅｎｔをＭＥＫ中に分散させて、１０重量％の分散体を作製した。得られたこの分散
体１部を、１２９６接着剤溶液２部と組み合わせた。得られたコーティング溶液は、＃２
０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティングは乾燥さ
れ、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。測定さ
れた透過スペクトルは、高ＩＲ透過と共に選択的可視吸収を示す。９４０ｎｍでの全ＮＩ
Ｒ透過に対する拡散ＮＩＲ透過の比率は、１．８６％である。８５０ｎｍでの全透過に対
する拡散透過の比率は、２．４％である。
【００６８】
　実施例２　可視不透明ＩＲ透明基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００６９】
　実施例１で作製したコーティング溶液を、＃２０メイヤーロッドを用いてＹＳ－７フィ
ルム上にコーティングした。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するために剥
離ライナーがコーティング上に適用された。測定された透過スペクトルは、高ＩＲ透過と
共に可視スペクトル全体にわたって非常に高い吸収を示す。９４０ｎｍでの全ＮＩＲ透過
に対する拡散ＮＩＲ透過の比率は、２．２３％である。８５０ｎｍでの全透過に対する拡
散透過の比率は２．９６％である。高い可視吸収は、基材と着色接着剤との組み合わせか
ら生じる。
【００７０】
　実施例３　可視散乱ＩＲ透明構造化基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔
料
【００７１】
　実施例１で作製されたコーティング溶液を、１９．１３ｇのＭ１１９２、３．８ｇのＣ
Ｎ９０１８、２．５ｇのＴｏｓｐｅａｒｌ　１４５、１２．５ｇのＳＲ４１５、１２．５
ｇのＩＢＯＡ中の４２．３重量％のＵＶ３０　ＴＩＴＡＮ　Ｌ－５３０、２５ｇのＭＥＫ
、及び０．５ｇのＴＰＯ－Ｌを混合し、３Ｍ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮ）から市販されてい
るＥＳＲ２フィルム上に得られた混合物を、＃８メイヤーロッド、＃３メイヤーロッドを
用いてコーティングすることによって調製されたフィルムにコーティングした。着色接着
剤溶液は、散乱超低屈折率層に浸透（wick in）する。コーティングは乾燥され、コーテ
ィングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。測定された透過ス
ペクトルは、高ＩＲ透過と共に選択的可視吸収を示す。全透過に対する拡散ＮＩＲ透過の
比率は、６．９％で依然として低いが、実施例１及び２よりも高い。これは、散漫散乱の
増加に寄与する構造化表面によるものである。
【００７２】
　実施例４　可視散乱ＩＲ透明構造化基材上のＵＶ硬化性接着剤中の顔料
【００７３】
　Ｍｉｃｒｏｌｉｔｈ（登録商標）Ｂｌｕｅ　７０８０ＫＪ　ＰｉｇｍｅｎｔをＭＥＫ中
に分散させて、１０重量％の分散体を作製した。得られたこの分散体１部を、１２９６接
着剤溶液２部と組み合わせた。得られたコーティング溶液は、＃２０メイヤーロッドを使
用して透明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティングは乾燥され、コーティングを保
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護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。
【００７４】
　実施例５　可視及びＩＲ透明基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視透明ＩＲ吸収染料
【００７５】
　ＩＲ　７８８染料をＭＥＫ中に溶解させて、１０重量％溶液を作製した。得られたこの
分散体１部を、１２９６接着剤溶液２部と組み合わせた。得られたコーティング溶液は、
＃２０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティングは乾
燥され、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。８
５０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は、２．３％である。９４０ｎｍでの全透過
に対する拡散透過の比率は、２．４％である。
【００７６】
　実施例６　可視不透明ＩＲ透明基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視透明ＩＲ吸収染料
【００７７】
　実施例５で作製したコーティング溶液を、＃２０メイヤーロッドを用いてＹＳ－７フィ
ルム上にコーティングした。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するために剥
離ライナーがコーティング上に適用された。８５０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比
率は、３．０％である。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は、２．５％であ
る。
【００７８】
　実施例７　可視散乱ＩＲ透明構造化基材上の可視不透明ＩＲ透明染料
【００７９】
　比較例１で作製されたコーティング溶液を、１９．１３ｇのＭ１１９２、３．８ｇのＣ
Ｎ９０１８、２．５ｇのＴｏｓｐｅａｒｌ　１４５、１２．５ｇのＳＲ４１５、１２．５
ｇのＩＢＯＡ中の４２．３重量％のＵＶ３０　ＴＩＴＡＮ　Ｌ－５３０、２５ｇのＭＥＫ
、及び０．５ｇのＴＰＯ－Ｌを混合し、３Ｍ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮ）から市販されてい
るＥＳＲ２フィルム上に得られた混合物を、＃８メイヤーロッド、＃１０メイヤーロッド
を用いてコーティングすることによって調製されたフィルムにコーティングした。コーテ
ィングは乾燥され、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用
された。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は、２．７％である。
【００８０】
　実施例８　可視不透明ＩＲ透明染料及び可視透明ＩＲ吸収染料を、可視スペクトル及び
ＮＩＲスペクトルの両方をカバーするためにＵＶ硬化性接着剤中で組み合わせ、光学的に
透明な基材と組み合わせることができる
【００８１】
　ＩＲ　７８８染料をＭＥＫ中に溶解させて、７重量％溶液を調製した。得られた溶液を
無着色１２９６接着剤１ｇｍ及び比較例１で調製した接着剤溶液を２ｇｍと混合した。得
られたコーティング溶液は、＃３０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上にコーティン
グされた。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するために剥離ライナーがコー
ティング上に適用された。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は、１．５％で
ある。
【００８２】
　実施例９　実施例８と同様であるが、ＮＩＲブロッキングは、実施例８と比較して更に
赤色にシフトした
【００８３】
　ＩＲ１０Ａ１２０ｍｇをＭＥＫ１．０８ｇｍ及び１２９６接着剤溶液０．９ｇｍ中に溶
解した。得られた接着剤溶液を、比較例１で作製した溶液３ｇｍと混合した。接着剤溶液
は、＃２０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティング
は乾燥され、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された
。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は、９．８％である。
【００８４】
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　実施例１０　実施例９であるがより厚いコーティングを有する
【００８５】
　実施例９で作製したコーティング溶液を、＃３０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ
上にコーティングした。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するために剥離ラ
イナーがコーティング上に適用された。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の比率は
、１３．８％である。
【００８６】
　実施例１１　スクリーン印刷可能なＵＶ硬化性接着剤中の可視不透明ＩＲ透明染料
【００８７】
　Ｏｒａｓｏｌ　Ｂｌａｃｋ　Ｘ５５染料をＳＰ　７５５５スクリーン印刷可能なＵＶ硬
化性接着剤に溶解し、５重量％の溶液を作製した。ＭＥＫを用いて、染料を含有する接着
剤溶液を希釈した。スクリーン印刷メッシュを使用して、透明ＰＥＴ上にパターンを印刷
した。溶媒を乾燥させ、窒素ブランケット下でＨ電球及びＤ電球を取り付けたＵＶ　Ｆｕ
ｓｉｏｎシステムを使用して、印刷パターンを硬化させた。ＵＶ硬化の後、コーティング
を保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。８５０ｎｍでの全透過に
対する拡散透過の比率は、１４．２％である。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透過の
比率は、１３．３％である。
【００８８】
　実施例１２　溶媒ＰＵ接着剤中の顔料
【００８９】
　Ｍｉｃｒｏｌｉｔｈ（登録商標）Ｇｒｅｅｎ　８７５０ＫをＭＥＫ中に分散させて、１
０重量％の分散体を調製した。得られたこの分散体１部を、ＰＵ接着剤溶液２部と組み合
わせた。得られたコーティング溶液は、＃３０メイヤーロッドを使用して透明ＰＥＴ上に
コーティングされた。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するために剥離ライ
ナーがコーティング上に適用された。
【００９０】
　実施例１３　ＵＶ硬化性ＰＵアクリレート接着剤中のサブミクロン分散顔料
【００９１】
　バナジルナフタロシアニンを、０．２ｍｍのＹＴＺ（イットリア安定化ジルコニアビー
ズ）を用いた媒体ミルを使用して、ＭＥＫ中のアミン含有分散液Ｓｏｌｐｌｕｓ　Ｄ５１
０と粉砕して、ナノ粒子分散体を生成した。この分散体１ｇｍを、ＰＵアクリレート接着
剤３グラムと混合した。得られたコーティング溶液は、＃７メイヤーロッドを使用して透
明ＰＥＴ上にコーティングされた。コーティングは乾燥され、コーティングを保護するた
めに剥離ライナーがコーティング上に適用された。９４０ｎｍでの全透過に対する拡散透
過の比率は、８．７％である。
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【表２】

【００９２】
　実施例１４　テクスチャー化ライナー上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００９３】
　比較例１で作製した接着剤溶液を、テクスチャー化ライナーフィルム（Ｂｒｅｗｓｔｅ
ｒ　Ｈｏｍｅ　Ｆａｓｈｉｏｎｓ製Ｍｏｓａｉｃ　Ｐｒｉｖａｃｙフィルム）上にコーテ
ィングした。着色接着剤溶液を、＃２０メイヤーロッドで基材上に直接コーティングし、
乾燥させてから、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用さ
れた。
【００９４】
　実施例１５　吸収偏光子フィルム基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００９５】
　比較例１で作製した接着剤溶液を偏光子フィルム（３Ｍ　ＡＰＦｖ３）上にコーティン
グした。着色接着剤溶液を、＃２０メイヤーロッドで基材上に直接コーティングし、乾燥
させてから、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された
。
【００９６】
　実施例１６　多層光学フィルム基材上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００９７】
　比較例１で作製した接着剤溶液を多層光学フィルム（３Ｍ　ＥＳＲ）上にコーティング
した。着色接着剤溶液を、＃２０メイヤーロッドで基材上に直接コーティングし、乾燥さ
せてから、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用された。
【００９８】
　実施例１７　テクスチャー化ライナー上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
【００９９】
　比較例１で作製した接着剤溶液を、テクスチャー化ライナーフィルム（Ｂｒｅｗｓｔｅ
ｒ　Ｈｏｍｅ　Ｆａｓｈｉｏｎｓ製Ｇｌａｃｉｅｒ　Ｐｒｉｖａｃｙフィルム）上にコー
ティングした。着色接着剤溶液を、＃２０メイヤーロッドで基材上に直接コーティングし
、乾燥させてから、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上に適用
された。
【０１００】
　実施例１８　テクスチャー化ライナー上のＵＶ硬化性接着剤中の可視吸収ＩＲ透明顔料
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【０１０１】
　比較例１で作製した接着剤溶液を、テクスチャー化ライナーフィルム（Ｂｒｅｗｓｔｅ
ｒ　Ｈｏｍｅ　Ｆａｓｈｉｏｎｓ製Ｃｕｔ　Ｆｌｏｒａｌ　Ｐｒｉｖａｃｙフィルム）上
にコーティングした。着色接着剤溶液を、＃２０メイヤーロッドで基材上に直接コーティ
ングし、乾燥させてから、コーティングを保護するために剥離ライナーがコーティング上
に適用された。
【表３】

【０１０２】
　このように、光学物品及びそれを含むシステムの実施形態が開示されている。上記の実
施及び他の実施が、以下の請求項の範囲内にある。当業者であれば、本開示は開示されて
いる実施形態以外の実施形態で実践できることを理解するであろう。開示された実施形態
は例示目的で提示されており、限定を目的とするものではない。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図１Ｅ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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